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で脱水和するときに貴金属ｲｵﾝを捕捉する分子を系内
に加え、水溶液中から貴金属のみを選択的に分離す
ることに成功した。さらに、金属を捕捉する含硫黄
配位子をあらかじめ高分子中に共重合させることに
より、金属ｲｵﾝの捕捉を試みている。
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理工学部 機能分子化学科

貴金属ｲｵﾝの捕集、環境ﾎﾙﾓﾝの
分析前濃縮、色素分子の濃縮目的の化学種を捕集できる

温度感応性高分子を用いる水溶液中の化学種捕集に
関する研究

●特徴
温度感応性高分子を用いて、疎水性化合物を高分

子内に捕集し、物質の濃縮を行う。これにより、低
濃度物質の分析、および目的物質の濃縮が可能にな
る。

●研究内容
温度感応性高分子は低い温度では水溶性を示すが、

下限臨界共溶温度（LCST）を超える温度では、脱水和
して凝集する性質がある。当研究室ではﾎﾟﾘ-N-ｲｿﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾙｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞを合成し、水溶液中でこの高分子が高温

ﾎﾟﾘ -N-ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ、温度感応性高分子、疎水性物質
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